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原
山
古
図
は
、
現
在
の
太

宰
府
市
三
条
か
ら
連
歌
屋

に
広
が
っ
て
い
た
、
古
代
か

ら
中
世
の
山
岳
寺
院
「
原

山
」
を
描
い
た
絵
図
で
す
。

寸
法
が
縦
62

･

６
㎝
、
横
70

･

２
㎝
、
基
本
的
に
は
墨
で
描

か
れ
、
斜
面
な
ど
に
淡
い
色

が
塗
ら
れ
た
紙
本
墨
画
淡

彩
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
江

戸
時
代
の
後
半
に
描
か
れ

た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

山
岳
寺
院
「
原
山
」
は
、
こ

れ
ま
で
の
発
掘
調
査
に
よ

り
、
主
要
な
箇
所
は
14

世
紀

代
に
は
衰
退
し
た
と
考
え

ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
絵

図
が
描
か
れ
た
時
代
に
は

本
堂
な
ど
の
建
物
は
な
く
、

堂
舎
の
基
壇
や
参
道
な
ど

の
地
形
だ
け
が
残
っ
て
い

た
よ
う
で
す
。こ
の
地
形
と
、

伝
え
ら
れ
て
き
た
堂
舎
の

配
置
な
ど
か
ら
、
建
物
が
描

か
れ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
、
山
岳
寺
院
「
原
山
」

が
広
が
っ
て
い
た
場
所
は
、

住
宅
地
と
な
り
山
岳
寺
院

の
様
子
を
思
い
浮
か
べ
る

こ
と
は
難
し
い
状
況
で
す

が
、
住
宅
地
の
中
に
見
ら
れ

る
段
状
の
地
形
や
道
、
池
な

ど
の
中
に
は
原
山
古
図
と

一
致
す
る
箇
所
が
見
ら
れ
、

原
山
古
図
は
当
時
の
地
形

を
現
在
に
伝
え
る
貴
重
な

資
料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
太
宰
府
市
文
化
ふ

れ
あ
い
館
で
「
ま
る
ご
と
太

宰
府
歴
史
展
２
０
１
９
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回
の

展
示
で
は
、
原
山
の
近
年
の

発
掘
調
査
の
成
果
を
紹
介

す
る
と
と
も
に
、
「
原
山
古

図
」
も
展
示
し
て
い
ま
す
。

展
示
を
ご
覧
い
た
だ
き
、
当

時
の
様
子
を
感
じ
て
い
た

だ
け
た
ら
と
思
い
ま
す
。
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原山古図（個人蔵）

令和元年８月１日撮影

太

宰

府

の

文

化

財
412

原
山
古
図
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山
岳
寺
院
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